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居住環境の維持・向上に向け、公共交通ネットワークや⽇常

⽣活サービス施設の維持・充実により、⽇常⽣活の利便性を

確保するとともに、誰もが快適に暮らしやすい環境を形成するこ

とを目指します。また、町⺠が安⼼して暮らすことができ、町内

企業も安全に操業できる環境づくりに向け、効果的な都市基

盤の整備や⼟地利⽤の適正な誘導を図り、安全で安⼼して

暮らせるまちづくりを目指します。�
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空と陸の広域的な拠点整備を契機として、バランスの取れた

⼟地利⽤による多様な職場の創出や住環境の維持・向上を

図るとともに、多様な交流を促す都市機能等の集積をはじめ、

拠点間や町内を効果的に結ぶ道路ネットワークの形成を推進

することで、定住⼈⼝・交流⼈⼝の増加を図り、活気とにぎわ

いのあるまちづくりを目指します。�
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豊かな⾃然環境や歴史・⽂化を伝統として守り育て、交流の

基盤としてまちづくりに⽣かすことにより、⼤都市にはない魅⼒あ

ふれる、美しいまちづくりを目指します。�

����

町⺠⾃らをはじめ、ＮＰＯ等まちづくり団体や企業・事業

者、⾏政がそれぞれの役割と責務を共有しながら、連携・協働

による主体的なまちづくりを目指します。�
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稲作の基盤としてだけでなく、⼤切な景観と環境を維持していくためにも、⽔⽥と河川環境の保全・活⽤に努めます�

⽣活と⽣産の場として活⽤され、美しい景観を形成していることから、今後もその環境の保全に努めていきます�

また、新たな町の活⼒を⽣み出すため、豊かな⾃然環境と調和した新しいまちづくりに取り組んでいきます�

平地と丘陵地の結節部にある多古地区は、居住と交流の中⼼として位置づけ、中⼼市街地の活性化を促進�

するほか、栗⼭川周辺と歴史⽂化資源を結びつけることにより、広域的な魅⼒を⾼めます�

中⼼市街地の歴史的環境の保全と環境改善、広域交流機能や情報発信機能等による都市機能の強化、�

丘陵の緑地環境と調和した住宅を主とする複合的な⼟地利⽤を図る地区�

⽣活圏のまとまりに対応して、メリハリのある⼟地利⽤を誘導し、既存ストックの活⽤等による地域コミュニティの�

維持・向上など地域での⽣活利便性を⽀える地区�

成⽥空港の更なる機能強化や圏央道及びインターチェンジの整備にあわせて、広域交通の利便性を⽣かした�

流通、製造等の産業機能を推進する地区�

成⽥空港の更なる機能強化に伴い、空港の東側の⽞関⼝となる地区に対して、商業施設や物流施設等の�

⽴地誘導、住宅の整備を推進する地区�

多古町の魅⼒を発信し、町内外の⼈々の交流の場となる地区�

町⺠の⽂化活動やスポーツ等のレクリエーションの中⼼となる施設等が⽴地する地区�

豊かな⾃然や歴史など、本町固有の資源や観光資源等を⽣かし、町⺠相互、町⺠と都市住⺠及び国外から

の来訪者との交流を図る地区�

県内はもとより⾸都圏の各都市との連携を強化し、広域交通の利便性を強化する軸�

圏央道とのアクセスの強化、周辺都市との連携強化により、交通の利便性と産業機能の誘導を図る軸�

都市連携軸を補完し、各拠点の連携、機能補完を図る軸�

中⼼拠点内の交通の利便性、快適性を確保する軸�

成⽥空港をはじめとする町外並びに町内における新しい交通⼿段を確保し、町内での交流や町内への移住等を�

促進する軸�

栗⼭川沿いの緑化、建物や屋外広告物の適切な誘導等の環境整備を推進し、町の魅⼒の維持・向上を図る軸�

��豊かな⾃然や歴史環境と調和した農

村集落環境の保全と改善�

��⾃然環境と調和した新たな⼟地利⽤

の誘導�

��魅⼒ある中⼼市街地の形成�

��国際交流を促す⼟地利⽤の誘導�

��空き家・空き地等を活⽤した移住・定

住・⼆地域居住の促進�

�	
����

��周辺都市や⾸都圏全体と連携する道

路網整備�

��町の骨格となる都市幹線道路と市街

地内における体系的な道路網の整備�

��公共交通の利便性向上と地域の⽣活

交通の利便性・安全性向上�

��⾃然や歴史にふれあう歩⾏者専⽤路

等ネットワークの形成�

��本町の豊かな⾃然環境をできる限り保

全・活⽤し、町の中⼼となる公園、⾝

近な公園整備の推進�

��栗⼭川の⽔辺、豊かな緑、町内の公

園及び歴史資源のネットワーク化の推

進�
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��栗⼭川をはじめとする豊かな⾃然や⽇

本寺等の由緒ある歴史資源と調和し

た景観の保全・活⽤�

��市街地における新たな都市景観づくり

の推進�

��成⽥空港の更なる機能強化や圏央道

の整備を契機とした国内外からの来訪

者の誘致を積極的に⾏い、来訪者の増

加を図るとともに、町⺠相互、町⺠と来

訪者との交流を促し、町の活⼒を⾼める�

��観光計画の策定や中核的推進組織を

組成し、観光客の集客や移住・定住・

⼆地域居住を促進�

��事前に防災及び減災に係る施策の推

進（多古町国⼟強靭化地域計画）

や防災体制の強化（多古町地域防

災計画）により、災害対策が進められ

た強靭なまちを目指す�

��交通の安全の確保や犯罪防⽌の取組

により町の安全性を⾼める�

�������	
�
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発⾏︓令和 3年 3⽉� 多古町都市計画課�

〒289-2292� 千葉県⾹取郡多古町多古 584 番地 TEL︓0479-76-5408� FAX︓0479-76-7144�

E-mail:toshikeikaku@town.tako.chiba.jp�
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��⼈⼝減少・少⼦⾼齢社会は進展しているものの、町内では⽐

較的若い⼈⼝構成となっていることから、農業や⾃然と共⽣で

きる⾝近な働く場として農業⽣産環境の維持・向上を推進す

るとともに、中⼼拠点と近接している⽴地の優位性を⽣かし、

本地区の活性化に向けて、これらの地域資源を活⽤した都市

と農村の交流を展開します。�

��持続可能な地域社会の実現に向け、⽇常⽣活の利便性向

上や地域コミュニティの維持・向上を目指します。�

��近年では、⼈⼝減少と⾼齢社会の進展に⻭⽌めが利かない

状況が続いていることから、世代間⼈⼝バランスの確保に向

け、若い世代が本地区への移住・定住・⼆地域居住に魅⼒を

感じてもらえるよう、新たな働く場の創出とともに、⽇常⽣活に

おける利便性の向上や都市と農村の交流促進等の取組を先

導的に展開します。�

��県及び町指定の史跡等が点在し、重要な地域資源の⼀つと

なっていることから、これらの保全・継承・活⽤を図るとともに、地

域に息づく伝統・⽂化に培われてきた⼈情味あふれる地域社

会の形成と豊かな⽣活環境の形成を目指します。�
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��本町の中⼼として、近接している成⽥空港や圏央道を有効活

⽤する新たな拠点整備や中⼼市街地の魅⼒の向上により、

本町全体のにぎわいと活⼒をけん引できるよう、町内外の多様

な交流を活発化させ、移住・定住・⼆地域居住の促進や雇⽤

創出を展開します。�

��開発・整備にあたっては、地区が有する⾃然や歴史⽂化資源

の保全との調和を図りつつ、計画的なメリハリのある⼟地利⽤

を展開します。�
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��農業⽣産環境の維持・向上を図るとともに、本地区の活性化

に向けて、これらの地域資源を活⽤した都市と農村の交流を

展開します。�

��⼈⼝減少・少⼦⾼齢社会が進展していく中においても、持続

可能な地域社会の実現に向け、⽇常⽣活の利便性向上や

地域コミュニティの維持・向上を目指します。�
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◆⾃らがまちづくりの主役であるという意識の向上�

◆地域の再認識と⾝近なまちづくりからの実践� 等�

�����	�

◆まちづくりへの理解と協⼒�

◆積極的な情報公開 等�
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◆まちづくりへの理解と協⼒�

◆まちづくりへの主体的な参加と協⼒�

���

���

���

◆本計画の積極的な PR�

◆幅広い⼈々の意⾒収集やまちづくり意識の醸成 等�

⽀援�
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